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本書の目的は，マルクス経済学的な方法論に

より金融化についての理論的な分析を進展させ

ることにある。著者によれば，金融化は，マル

クス派が最初に用いた概念である。ここから，

古典的なマルクス経済学，現代アングロ・サク

ソン政治経済学，日本のマルクス経済学（宇野

派）がたえず参照されるべき対象となる。

金融化は，1970 年代以降に定着したもので

あり，そのメルクマールは，以下の点に求めら

れる。第 1は，大銀行と大企業の距離が徐々に

拡大してきたことである。企業はあまり投資を

行わずに大量の貨幣資本を保有している。それ

らは金融利潤を得るために貨幣資本を使用す

る。第 2は，銀行の変容である。それらはオー

プン金融市場における取引や個人・家計への貸

出から利潤を得るように対応してきた。第 3

は，個人・家計の金融の領域への関わりの増大

である。かれらは借入（住宅や一般消費に関連

した）および資産保有（年金や保険に関連し

た）の両方において，金融に非常に関与するよ

うになった。あるいは，第 4として，開発途上

諸国によるアメリカにたいする金融的従属化を

あげることができるかもしれない。そして，こ

うした金融化の進展の帰結が，2007-08 年の金

融危機に他ならないというわけである。

ここで，本書と宇野派の経済学との関係に一

言触れておくことにしよう。著者がそれを重視

するのは，基本的に，そこに恐慌の貨幣的・金

融的側面についての分析が含まれているという

理由によるものである。以下の文章が留意され

るべきであろう。「宇野学派は，経済状況が恐

慌へと向かう主要因として，多くの場合労働力

の供給制限を強調していることに注意する必要

がある。しかしながら，宇野学派の恐慌過程に

おける貨幣および信用の力が大きいことを受け

入れるために，その理論におけるこの特定の側

面を受け入れる必要はない」（427 ページ）。

評者は，本書から多くを学んだ。とりわけ，

金融利潤の源泉にかんする次のような指摘がそ

れである。すなわち，金融は，価値および剰余

価値を生み出さない仲介活動であるのならば，

金融利潤の源泉は，経済の他の部分で形成され

た利潤および収入にあるということになる，

と。著者はこれを「金融収奪」もしくは「譲渡

と収奪による利潤」と名づける。

ただし，評者は，資本主義の現段階を金融化資

本主義としてではなく，新自由主義型国家独占

資本主義として位置づけることを主張したい。
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